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1. 　はじめに
児童生徒の学力については，OECD 生徒の学習
到達度調査（PISA）や全国学力◦学習状況調査等
の結果から，知識◦技能の活用など思考力◦判断
力◦表現力等に課題があることが明らかになって
いる . 改訂された学習指導要領では，思考力，判
断力，表現力をはぐくむために言語活動の充実が
求められた（文部科学省，2010）〔1〕. その一環と
して， NIE 活動が期待されている . 「新聞」が指導
すべき内容として明確に位置付けられ，各教科に
盛り込まれることとなった . NIE は，Newspaper 
in Education の頭文字を取ったものであり，新聞
を活用して教育活動を推進することを意味してい
る（柏崎，2013）〔2〕. 
近年は NIE 実践が広く行われ，NIE による効
果の検証も行われてきた . 「NIE 効果測定調査（日
本新聞教育文化財団，2011）」〔3〕や「NIE の教
育的効果に関する実験◦実証的研究（日本 NIE ◦
日本新聞協会，2011）」〔4〕，先行研究を発展さ
せた「新聞の活用◦読解に関する調査分析（田口
ら，2015）」〔5〕が報告されている . このような
調査により，NIE を実践することで新聞閲読習慣
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要旨：本研究の目的は，NIE 実践授業において PF-NOTE と iPad を活用した振り返りを行い，児童の思考
過程を評価できるか検証することである．新聞活用により思考力の向上が報告されているが，表現の苦手
な児童は思考結果を十分に評価されない可能性がある . 従来の思考結果の評価方法に20分程度の振り返り
を加えることで，思考過程を評価することができると考えた . 実践の結果，ノートから思考過程を評価す
るだけでなく，収集したデータから動作やつぶやきを見出すことができ，「思考過程の評価」「態度や気持
ちの見取り」の2種類の成果から，NIE 実践授業の検討に有効であることが示唆された . 
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や情報読解力の向上，各学校の活用◦読解の実態
の一部が明らかになっている . NIE 全国大会〔6〕
における実践の場でも，思考力や表現力の向上が
報告されているが効果の検証は十分とは言えな
い . 
思考とは，広辞苑（1999）〔7〕によると考えや
思いを巡らせる行動であり，日本語大辞典（1989）
〔8〕によると何かしら一定の状態に達しようとす
る過程において，筋道や方法など模索する精神の
活動である . しかし，自分自身との内的「対話」
と呼ばれる思考を目にすることは難しく，NIE に
よって思考力がどのように高まったかについては
明らかにされていない . 論理的思考は主に言語で
行われることから，どのように考えたかを知るに
は，思考の過程や結果を言語の形で表現させる必
要がある . 過程とは経過したみちすじ，結果とは
ある行為によって生じたものであることから，思
考過程とは思考したみちすじ，思考結果とは思考
によって生じたものと言える〔7〕. 
これまで，新聞を活用した NIE 授業を行って
も，しっかりと考える子どもや発言力が強い子
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どもだけが活躍し，大部分は思考結果である授
業後のノートや作品から評価することが多かっ
た . 山本（2014）〔9〕は，子どものノートや作
品分析から思考力と表現力の関係を明らかにし
ようとした . 黒上ら（2012）〔10〕は，「自分の頭
の中にある思いや考えを視覚的に表してくれる　　　　　　　　　　　
もの」としてシンキングツール（以下，思考ツー
ル）の有効性を挙げている . とは言え，思考ツー
ルを用いることで段階的な思考結果の評価は可能
だが，新聞をどのように活用したのか思考過程を
十分に見取ることができない可能性がある . 
また，授業を短時間で効果的に振り返る方法と
して，Nakajima（2011）〔11〕が開発した反応収集
装置を使用する方法がある . 菅原ら（2014）〔12〕
は iPad（Apple 社）を反応収集装置である PF-
NOTE の入力装置として活用することで，手軽で
日常的に振り返りを行うことが可能であることを
示した . 図1に示す PF-NOTE と iPad を用いるこ
とで，図2に示すように NIE 授業を効果的に振り
返り思考過程を見取ることが可能になると考え
る . 
そこで，本研究では NIE 実践授業において， 
iPad を PF-NOTE の入力装置として使用し，振り
返りを実施する . 本研究の目的は，NIE 実践授業
において PF-NOTE と iPad を活用した振り返りを
行い，児童の思考過程を明らかにすることができ
るか検証することである . 振り返りによる分析結
果を基に，思考過程をノートで確認することがで
きたかを評価基準とし，新聞活用による思考力の
向上について考察する .
2. 方法
2.1　対象
対象者は，S 市立 N 小学校5年1組28名◦5年2組
29名の児童から抽出した各クラス3名の計6名であ
る . 思考力の向上について比較するため，前年度
における市標準学力検査国語 B において，思考
力に課題が見られた児童を抽出した . 
授業者は N 小学校の20代教員1名，50代教員1
名の計2名，評価者は5年1組については20代◦30
代◦50代の教員各1名，5年2組については20代の
教員2名◦30代の教員1名の計6名である。授業者
及び評価者は iPad を用いた授業振り返りの経験
は8名とも初めてであった .
2.2　時期
2015年6月4日：5年1組国語「新聞記事を読み比べ
よう（4/7）」（45分間）
同日放課後に振り返り（20分間）
2015年6月9日：5年2組国語「新聞記事を読み比べ
よう（6/7）」（45分間）
6/16に振り返り（20分間）
図1　PF-NOTEとiPad，Webカメラ，
無線LANルーター，付箋，ペン
図2　従来の方法と思考ツール，PF-NOTE を活
用した評価の比較
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2.3　PF-NOTE と iPad の概要
図1の通り PF-NOTE の入力装置として iPad を
使用する . 図3に示す液晶画面の「導入◦課題◦資
料◦読む◦書く◦発表」に対応する「良い」か「改
善」のボタンにタッチすると，それに接続されて
いる反応収集装置 PF-NOTE がデータを読み取る
ものである . Web カメラで撮影した映像に，リア
ルタイムで評価をしおり付けすることができる . 
さらに，評価記録をスクリーンショットとして，
保存することが可能である . 評価理由は付箋に
手書きする . 映像と評価記録と記述を基に振り返
り，評価の共通理解を行うことができる . 
2.4　授業実施の手順
授業は，S 市立 N 小学校内で iPad3台と無線
LAN ルーター，PF-NOTE，Web カメラ各1台を設
置した5年1組，5年2組で実施した . 使用した教材
は，5年1組は図4，図5に示す2015年4月11日付朝
日新聞，読売新聞のイルカの各記事を一部削除し
たワークシート，5年2組は東京書籍国語教科書の
新聞記事である . 朝日新聞と読売新聞の記事の一
部を削除した理由は，読み比べるための文字数を
調整するためである . 
単元目標は「記事と写真との関係に注意しなが
ら新聞記事を読み比べ，書き手の意図を読み比べ
ることができる . 」である . 単元における NIE の
位置付けは，表1の指導計画に示したが，教科書
で扱う新聞教材の前に独自の新聞教材を取り入れ
ることになる . 本時の目標（5年1組）は「2つの新
聞記事を読み比べ，それぞれの書き手の意図を読
み比べることができる . 」である . 主な学習活動
は，教材が異なるが5年1組◦2組とも表2の通りで
ある .
2.5　授業の振り返りの手順実施
新聞活用による思考力の向上を検討できる場面
を評価するために，振り返りを行う . 方法として，
三浦ら（2012）〔13〕が教職課程の模擬授業で実践
した手順で行う . PF-NOTE の映像と評価データ，
付箋の記述を使って下記の通り実施する .
（1）授業を行った感想（4分）  
（2）対象児童の活動で良かった点（6分） 
◦薄い色のグラフから取り上げる
図3　iPad 液晶画面上の「良い」「改善」のボタン
（3）対象児童の活動で気になった点（6分）
◦濃い色のグラフから取り上げる
（4）授業の振り返りをした感想（4分）
なお，発話は IC リコーダーで記録する .
2.6　思考過程を評価する方法
図2に示した通り，ノートから読み取れる段階
的な思考結果に，収集した映像としおり付けした
評価記録，評価データグラフ，対応する記述を加
えた振り返りを行い，時系列で思考過程を評価す
るものである . 振り返りの中で良い点や改善点と
して取り上げ着目した場面で，児童がどのように
考えを進めたのかについて，客観的なデータから
ノートの記述で確認し，思考過程を評価する .
3. 　結果
2クラス57名で実践し，抽出した6名から5年1組
A 児◦ B 児◦ C 児の評価結果を中心に取り上げ
る .
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図4　新聞記事 A（2015年4月11日付　読売新聞）
図5　新聞記事 B（2015年4月11日付　朝日新聞）
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表1　小単元指導計画の主な学習活動
（丸数字は本時）
表2　本時の主な学習活動
（4/7と6/7の共通部分）
図6　5年1組の PF-NOTE 画面と対応する記述（矢印は着目点）
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3.1　振り返りの中で良い点や改善点として取り
上げ着目した場面
図6は5年1組の授業映像としおり付けした授業
評価，授業評価データグラフを示す PF-NOTE 画
面と対応する記述である . 表3は5年1組教師の働
きかけと抽出児童の評価記録である . 表3に示す
評価者の「良い」か「改善」のボタンにタッチした
結果（D 教諭31回，E 教諭32回，F 教諭27回）が
図6にグラフとして表れている . 3人の評価者は，
授業評価データグラフの高い値から良い点3点（○
印）と改善点3点（破線の○印）を選択し，振り返
りを行った . 
5年1組の振り返りでは47分07秒の授業間の授業
評価データのうち34分25秒の場面（図6矢印①）を
改善点③として取り上げた . 改善点3についての
発話記録（振り返り17分30秒のうち15分00秒から
16分08秒まで）の内容は下記の通りであった .
◦ B 児は発表を聞いてもメモを取らずに落ち着
かない様子だった . 何かつぶやいているが，発
表と言われると首や頭に触って自信がない様子
だった .
◦全員が新聞記事 B を前向きと言っていた中で，
この子だけが最後に「新聞記事 A も午前6時頃
図7　新聞記事 A についての B 児の授業ノート（ワークシートを貼ったもの）とその説明
始めたと書いているから前向き . 」と発言した
ので驚いた .    
そこで，注目される発言を行った B 児と，改
善点③の9分58秒後（図6矢印②），11分25秒後（図
6矢印③）に着目した .
3.2　着目した児童のノートにおける段階的な思
考結果
表4は，5年1組抽出児童3名の新聞記事 A ◦ B
についてのノート記述比較である . 3名とも新聞
記事 A は後ろ向きで暗い内容，新聞記事 B は前
向きというとらえ方をしていた . その中で，B 児
だけが学び合い後に新聞記事 A も前向きでもあ
ると考えを変えていた . 図7は，新聞記事 A につ
いての B 児の授業ノート（ワークシートを貼った
もの）とその説明である . 授業の中で，教師が「読
み取った事実」を小さな円，「自分の考え①」を半
円の下半分，「メモ」を欄外，「自分の考え②」を
半円の上半分に書くよう順番に指示した . B 児の
新聞記事 A についてのノートにおける段階的な
思考結果は次の通りである . 
◦海岸の多数のイルカを砂浜に埋めてかわいそ
う . 
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表3　5年1組教師の働きかけと抽出児童の評価記録（○は良い評価，△は改善評価）
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◦後ろ向き
◦後ろ向きの事を書いているが，午前6時頃始め
たと前向きの事も書いている .
表4　5年1組抽出児童3名の新聞記事 A・B についてのノート記述比較
3.3　着目した場面における児童の言動
表3と映像記録から，B 児が44分23秒に発言し
た内容は下記の通りである . 
◦「A の新聞記事は後ろ向きだけど，『午前6時頃
始めた』と前向きに書いています . 」
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表5　 映像，評価，対応する記述，言動，ノートと評価された児童の思考過程
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表3の評価記録から，発言以外に記述された内
容は，下記の通りである . 
◦落ち着かない（34:25 ～ 34:38）
◦つぶやく，首や頭に触る（36:23 ～ 36:51）
◦とらわれて言葉がなくなる（38:56 ～ 39:31）
◦はみ出るくらい書く（39:32 ～ 40:42）
◦自分の意思を持って書く（40:43 ～ 41:00）
◦挙手，自信をつぶやく（44:23 ～ 45:50）
◦不安，落ち着かない（45:50 ～ 47:07）
3.4　評価された児童の思考過程
表5に示すように，着目した場面について，映像，
評価，対応する記述，言動，ノートとそれらを基
に評価された B 児の思考過程は下記の通りであ
る . 
◦はじめは，新聞記事 A で伝えたいことを「砂浜
に埋めた」という箇所からかわいそうなイルカ
であると考える（12:21 ～ノート）.
◦ペアや全体での学び合いを通して，新聞記事 B
と比べて後ろ向きだと考える（22:01 ～メモ）.
◦「午前6時頃」という箇所を発見して落ち着かな
くなり（34:25 ～記述◦言動）， 熱心に救助した
可能性を検討してたくさんつぶやく（36:23 ～
記述◦言動）.
◦前向きであるという仮説を考えて意欲的にノー
トに書く（38:56 ～ノート）. 
◦言葉が出なくなり，新聞記事 B には書かれて
いないことを検証する（39:32 ～記述◦言動）. 
◦その結果，全て後ろ向きではなく前向きなとこ
ろもあるという結論に至り，付け足す（40:43
～ノート）.　 
◦自信があるとつぶやき，挙手及び発言する
（44:23 ～映像◦記述）.
◦前向きととらえたことへの迷いが出て，不安に
なる（45:50 ～記述◦言動）.
4. 考察 
4.1　PF-NOTE で評価された思考過程
PF-NOTE と iPadを活用したことで，発言やノー
トへの記述が少ない場合でも時系列で児童の思考
過程を明らかにすることができた . 特に，本研究
では集中できなかった児童が新聞を活用して発言
するまでどう考えたのかを見取ることが可能で
あった . このことから，PF − NOTE と iPad を活
用した振り返りは，NIE 実践授業において，思考
過程の評価に有効であることが示唆された . しか
し，一方で評価人数が限られ，思考の高まりの場
面を常に評価できるかは検討課題である . 
4.2　本研究から見出した心の動き
3.3に示す通り，本研究ではノートや発言の他
に，態度や気持ちなど多様な心の動きを見出すこ
とができた . 態度とは，「物事に対して，感じた
り考えたりしたことが表情，動作，ことばなどに
現れたもの」と定義されている〔14〕. 集中できず
にいた B 児が，新聞活用による2つの記事の相違
を発見したことで意欲的に書き発言したものの認
められず，また落ち着かなくなくなるまでの態
度を見取ることができた . このことから，発言や
ノート以外でも，外面に現れた「表情 , 動作，つ
ぶやき」は思考過程を理解する一助となることが
示された . 
5. まとめと今後の課題
本研究の目的は，NIE 実践授業において PF-
NOTE と iPad を活用した振り返りを行い，児童
の思考過程を明らかにすることができるか検証す
ることであった . 実践の結果，PF-NOTE と iPad
を活用した思考過程の評価方法は思考過程の評価
方法として，有効性が示唆された . 一方，検証方
法としては課題も残り，今後検討する必要がある .
新聞を活用した NIE 実践授業で思考力が向上
するのは，問題解決的な要素があることも理由の
一つと言われている〔6〕. 今回，新聞記事に注目
して発言に至った思考過程を評価することがで
きた . また，収集したデータから態度や気持ちを
見出すことができた . 今回検証した PF-NOTE と
iPad を活用する思考過程の評価方法を用いて，さ
らに実践を深め，NIE 実践授業で思考力を高めら
れるか検証していきたい . 
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A Study of The NIE Practical Lesson using PF-NOTE and iPad
 − Through reflection to Evaluation of Studentʼs Thinking Processes—
Tomoko SUGAWARA*, **, Kazumi MIURA***, Taira NAKAJIMA****
ABSTRACT
*Nakanosakae elementaly School
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***Faculty of Child and Family Studies, Tohoku fukushi University
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The purpose of this study, in the NIE practice lesson, do the reflection using the PF-NOTE and iPad, it is to verify 
possible to evaluate the student's thinkig process. Although improvement of thinking by the NIE practice lesson has 
been reported, it is not good student expression may not be sufficient to evaluate the thinking results. The addition of 
reflection of about 20 minutes to the evaluation method of the conventional thinking results were considered to evaluate 
the thinking process. A result of the practice, as well as to evaluate the thought process from the notebook, it is possible 
to find the behavior and tweet from the collected data, from two types of evaluation of the "evaluation of the thinking 
process," "understanding of the attitudes and feelings", NIE practice it was suggested that effective in consideration of 
the class.  
Key words: NIE practice lesson, Evaluation of the thinking process, PF-NOTE, iPad, Reflection of the class
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